



                            佐伯雅宣 * 
 
Abstract: He Xun (何遜) is a poet of six dynasties. He had excellent literary talent from 
his early days, and his poetry was highly praised by Shen Yue (沈約), Fan Yun (范雲), 
and others, it was appreciated very much in those days. I attempt to translate the poetry 






































                                                        
* 佐伯雅宣：四国大学文学部准教授。 



































１ 秋風木葉落      秋風 木葉落ち 
２ 蕭瑟管絃清      蕭瑟として 管絃清し 
３ 望陵歌對酒      陵を望みて 對酒を歌ひ 
４ 向帳舞空城      帳に向ひて 空城に舞ふ 
５ 寂寂簷宇曠      寂寂として 簷宇
ひろ
曠く 
６ 飄飄帷幔輕      飄飄として 帷幔輕し 
７ 曲終相顧起      曲終りて 相ひ顧みて起てば 










































































１ 城東美少年      城東の美少年 
２ 重身輕萬億      身を重んじ 萬億を輕んず 
３ 柘彈隨珠丸      柘彈 隨珠の丸 
４ 白馬黃金飾      白馬 黃金の飾 




５ 長安九逵上      長安 九逵の上 





７ 轂擊晨已喧      轂擊 晨に已に
かまびす
喧 しく 
８ 肩排暝不息      肩排 
くれ
暝に息まず 
９ 走狗通西望      走狗 西に通じて望み 
10 牽牛亘南直      牽牛 南に亘りて直し 
11 相期百戲傍      相ひ期す 百戲の傍 
12 去來三市側      去來す 三市の側 
13 象牀沓繡被      象牀 繡被を
ふ
E沓EAみ 
14 玉盤傳綺食      玉盤 綺食を傳ふ 
15 倡女掩歌扇      倡女 歌扇を掩ひ 
16 小婦開簾織      小婦 簾を開きて織る 
17 相看獨隱笑      相ひ看て 獨り笑を隱し 





19 黃鵠悲故羣      黃鵠 故羣を悲しみ 
20 山枝詠新識      山枝 新識を詠ず 
21 烏飛過客盡      烏 飛びて 過客 A
つ
E盡EAき 
22 雀聚行龍匿      雀 A
あつ
E聚E Aまりて 行龍 A
かく
E匿E Aる 
23 酌羽方厭厭      羽を酌みて 方に厭厭たり 
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勢似牽牛」（城形 南斗に類し、橋勢 牽牛に似たり）とある。 
 





























盤 綺食 衆客を會し、吳歌 趙舞 香風吹く）とある。 
この二句以降は、友人とともに行った妓楼・酒場などの様子ではないか 
 
15 倡女掩歌扇 16 小婦開簾織 
＊「倡女」、『樂府』は「大姊」に作る。「歌扇」、『玉臺』『樂府』『文苑』『藝文』





























































要、新知從暮室」（故人 久要に篤く、新知 暮室に從ふ）とある。 
 










































１ 門有車馬客      門に車馬の客有り 
２ 言是故鄕來      言ふ 是れ 故鄕より來たると 
３ 故鄕有書信      故鄕より書信有り 
４ 縱橫印檢開      縱橫 印檢開く 
５ 開書看未極      書を開きて 看るも未だ極まらず 
６ 行客屢相識      行客 
しば
屢しば相ひ識ると 
７ 借問故鄕來      故鄕を借問すれば 
８ 潺湲淚不息      潺湲として 淚 
や
息まずと 
９ 上言離別久      上に離別の久しきを言ひ 
10 下言望應歸      下に應に歸るべきを望まんと言ふ 
11 寸心將夜鵠      寸心 夜鵠を
もつ
E將E Aて 
12 相逐向南飛      相ひ逐ひて南に向ひて飛ばん 
《和訳》 


























































































ゆるを得ず。匈奴 入朝し、美人を求めて閼氏と爲さんとす。是に於いて 上 圖を
案じ、昭君を以て行かしむ。去るに及び、召見するに、貌は後宮第一爲り。善く






１ 昔聞白鶴弄      昔聞く 白鶴弄 
２ 已自軫離情      已に自ら離情を
いた
軫ましむ 
３ 今來昭君曲      今來 昭君の曲 















































































１ 皇德無餘讓      皇德 餘讓無く 
２ 重規襲帝勳      規を重ねて 帝勳を襲ふ 
３ 垂衣化比屋      衣を垂れて 化 屋を
なら
比べ 
４ 睠顧愼爲君      睠顧して 愼みて君
た
爲り 
５ 翾飛悅有道      翾飛 道有るを悅び 
６ 卉木荷平分      卉木 平分を
にな
荷ふ 
７ 宸襟動時豫      宸襟 
やや
動もすれば時に豫しみ 
８ 歲序屬涼氛      歲序 涼氛に屬す 
９ 城霞旦晃朗      城霞 旦に晃朗たり 
10 槐霧曉氤氳      槐霧 曉に氤氳たり 
11 鸞輿和八襲      鸞輿 八襲に和し 
12 鳳駕啓千羣      鳳駕 千羣を啓く 
13 羽觴懽湛露      羽觴 湛露を懽び 
14 佾舞奏承雲      佾舞 承雲を奏す 
15 禁林終宴晩      禁林 宴を終ふるの晩 
16 華池物色曛      華池 物色
くら
E曛E Aし 
17 疏樹飜高葉      疏樹 高葉を A
ひるがへ
E飜E Aし 
18 寒流聚細紋      寒流 細紋を A
あつ
E聚E Aむ 




19 晴軒連瑞氣      晴軒 瑞氣連なり 
20 同惹御香芬      A
とも
E同E Aに御香を惹きて芬たり 
21 日斜迢遞宇      日は斜めなり 迢遞たる宇 
22 風起嵯峨雲      風は起こる 嵯峨たる雲 
23 運偶參侯服      運偶 侯服に參じ 
24 恩洽廁朝聞      恩 A
あまね
E洽E Aく 朝聞に A
まじ
E廁E Aはる 
25 於焉藉多幸      焉に於いて 多幸に A
よ
E藉EAり 















































































































































































































寒流自清泚」（邑里 疎蕪に向かふも、寒流 自ら清泚なり）とある。 
［細紋］小さな波紋。 
 


























21 日斜迢遞宇 22 風起嵯峨雲 
＊「宇」、『文苑』は「雨」に作る。 








鬱嵯峨」（長風 萬里に擧がり、慶雲 鬱として嵯峨たり）とある。 
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という。また年老いることを言う。張協「詠史」（『文選』巻二十一）に「揮金樂
當年、歲暮不留儲」（金を揮りて當年を樂しみ、歲の暮れしとき儲を留めず）とあ
り、李善注に「歲暮、喩年老也」（歲暮は、年の老ゆるを喩ふるなり）という。こ
こでは両意を含むか。 
［遊汾］「汾水游」に同じ。謝靈運「從遊京口北固應詔」（『文選』巻二十二）に「昔
聞汾水游、今見塵外鑣」（昔聞く 汾水の游、今見る 塵外の鑣）とある。これは昔、
堯帝が汾水のほとりに行幸したことに基づく。『莊子』逍遙遊に「堯治天下之民、
平海内之政、往見四子藐姑射之山、汾水之陽、窅然喪其天下焉」（堯 天下の民を
治め、海内の政を平らかにし、往きて四子を藐姑射の山、汾水の陽に見、窅然と
して其の天下を喪へり）とある。 
 
